啓林館　情報Ａ 最新版（情報065）　観点一覧
■内容の取り扱い
教科及び科目の目標を達するために必要な内容となっている。また，課題例を「例題」という形で明確に示し，実習をとおして学習内容が身につけられるように配慮されている。さらに，「やってみよう」や「調べよう」等実習課題が豊富に用意されている。

表見返しから口絵にいたる部分で，社会や身のまわりにあるコンピュータを列挙している。身近な内容が取り上げられ，学習者の興味や関心に対する配慮がなされている。また，折り込みには携帯電話の使用についての注意事項が掲載されており，学校で情報安全教育を行う際の資料としても活用できる。携帯電話については，高校生の９割が携帯電話を所有しているという調査結果（ベネッセ教育研究開発センター，「第１回子ども生活実態基本調査報告」，平成17年9月）もあり，教科書の冒頭部分にこれが掲載されているのは適切である。

イラストが多用されており，生徒が内容を具体的なイメージで把握できるよう工夫されている。

■単元の構成・配列及び分量
この教科書の内容は，20の節に分かれている。20の節は，内容的にまとまりのあるものが「章」にまとめられていて，教科書全体が5つの章から成り立っている。また，別冊付録に情報リテラシーの内容がまとめられており，使いやすい。

第１章は，基礎的事項の確認や中学校の復習，コンピュータを使う簡単な演習からなっており，集中的に基本事項を学ばせることができる。また中学校で充分な情報リテラシーが身についている学習者が多数の場合は，この第１章を飛ばして教科書を利用しても差し支えないように配慮されている。

第２～３章に情報Ａのエッセンシャルな内容が盛り込まれているため，一学年一単位ごとというような学年をまたいだカリキュラムであっても各学年ごとにまとまりのある授業展開ができるよう工夫が凝らされている。

また，巻末には情報に関する法律など，役立つ資料が掲載されている。法律（条文）のほか，本文に記載するには難易度の高い技術的な内容，色覚の個人差（色弱など）に配慮した色遣いをする必要性を述べた内容などがあり，授業の展開に応じて選択的に活用できるよう配慮されている。

■その他
指導要領制作の委員の１人である聖心女子大学永野和男先生 （文部省　情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の推進等に関する調査研究協力者会議委員（高等学校　学習内容検討ＷＧ　主査）） が委員長を務めている。

白色度の高い上質の紙が使用され，フルカラー印刷された写真や図が鮮明である。

